
平成３０年度 ６月補正予算案

主要事項説明資料

環 境 部



環境部

事　　　業　　　名　 担当課

環境 1
　京都舞鶴港スマート・エコ・エネルギーポート化推進
　事業費

エ ネ ル ギ ー 政 策 課

環境 2 　次世代環境エネルギー施策調査検討費
エ ネ ル ギ ー 政 策 課
地 球 温 暖 化 対 策 課

環境 3 　山陰海岸世界ジオパーク誘客促進事業費 自 然 環 境 保 全 課

環境 4
　生活・交通基盤整備事業費
　＜流域下水道事業特別会計＞
　流域下水道建設費

自 然 環 境 保 全 課
水 環 境 対 策 課
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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

環境部

事業名
京都舞鶴港スマート・エコ・エネ 新規･

新規
ルギーポート化推進事業費 継続の別

予算額 ５５，３００ 千円
国庫 起債 その他 一般財源

55,300 － － －

１ 目 的

京都舞鶴港を再エネとＩＣＴを活用したブランド力のある港と

して国内外へ発信していくため、国際ふ頭の新設倉庫への再エネ

設備の設置や情報プラットフォームづくりに向けた調査等を実施

する。

事業内容 ２ 事業内容

目 的 （１）再エネ設備の設置

対 象 国際ふ頭の新設倉庫（ＣＦＳ）へ太陽光パネル・蓄電池等を整

方法等 備

（２）情報プラットフォームづくり等に向けた調査

京都舞鶴港周辺でのＥＭＳの導入及び情報プラットフォームづ

くりに向けたＦ／Ｓ調査等を実施

（３）協議会の設置

地元事業者や金融機関、関係団体等をメンバーに、ＥＭＳや情

報プラットフォームづくりに向け、施策等を検討

担当課名 エネルギー政策課 ｴﾈﾙｷﾞｰ政策担当 課・担当 電話番号 075-414-4297

環境－１



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

環境部

事業名
次世代環境エネルギー施策調査検 新規･

新規
討費（再掲） 継続の別

予算額 １，０００ 千円
国庫 起債 その他 一般財源

－ － － 1,000

１ 目 的

未来に向けた新たな環境・エネルギー施策を京都から創造・発

信していくための調査・検討を実施する。

２ 事業内容

事業内容 （１）新たな省エネサービス等の導入によるＣＯ２排出削減

家庭部門のＣＯ２排出削減に向け、ＥＳＣＯやリース等を活用

目 的 した新たな省エネ機器の導入サービスの仕組み等を検討

対 象

方法等 （２）多様なエネルギーの活用による地域の自立活性化

再エネを活用した地域の自立活性化に向け、太陽光だけでなく

小水力や太陽熱など多様な再エネ導入を促進するための調査等を

実施

担当課名 (1)地球温暖化対策課 企画・推進担当 課・担当 075-414-4708

(2)エネルギー政策課 ｴﾈﾙｷﾞｰ政策担当 電話番号 075-414-4297

環境－２



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

環境部

事業名
山陰海岸世界ジオパーク誘客促進 新規･

新規
事業費 継続の別

予算額 ３２，４００ 千円
国庫 起債 その他 一般財源

14,600 15,000 － 2,800

１ 目 的

外国人も含めた誘客促進のため、ジオサイトの保全等を行うと

ともに、案内板の多言語化やトイレの洋式化等を実施する。

２ 事業内容

事業内容 （１）ジオサイトの保全・整備

見どころのひとつである大成古墳歩道を整備

目 的

対 象 （２）ジオサイトへの誘導

方法等 府内の見どころへ誘客するための道路標識を整備

（３）外国人受入体制の充実

外国人の誘客の促進に向け、英語表記付き案内板等を整備する

とともに、トイレの洋式化を実施

担当課名 自然環境保全課 自然環境担当 課・担当 電話番号 075-414-4378

環境－３



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

環境部

事業名
生活・交通基盤整備事業費

新規･
＜流域下水道事業特別会計＞

継続の別
継続

流 域 下 水 道 建 設 費

予算額 １，５６８，０００ 千円
国庫 起債 その他 一般財源

729,891 432,000 405,500 609

【公共事業費】

事 業 名 事業主体 予算額（千円）

(1)生活・交通基盤整備事業費 府 ６，０００

（自然公園施設整備費）

事業内容

(2)流域下水道建設費 府 １，５６２，０００

目 的 （いろは呑龍トンネル）

対 象

方法等 合計 １，５６８，０００

担当課名 (1)自然環境保全課 自然公園担当 課・担当 075-414-4378

(2)水 環 境 対 策 課 建 設 担 当 電話番号 075-414-5212

環境－４


